
平成３１年度（令和元年度）

　　 部　 名
部長名

１．部の使命（ありたい姿）

２．部の抱える課題（現状）

３．今年度の『スローガン』

４．今年度の方針

５．今年度の重点取組項目

担当政策 政策5：暮らしを支える都市基盤を強化し、便利で快適なまちづくりを進めます

上下水道部の方針書
上下水道部
木村　忠

安全な水道水を安定供給するとともに、生活排水を適正に処理することにより公共用水域の水質保全に
努め、健全な水循環を構築する。

（１）

実現したい成果 業務効率化による経営改善の推進

取組内容

・料金業務における水道使用メーターの隔月検針の検討
・上下水道部料金業務委託の契約期間満了への準備
・集落排水事業企業会計の適切な決算処理
・料金滞納整理の強化継続

担当施策 5-5：安全で安定した水の供給と生活排水の適正処理

・経費節減及び料金等滞納整理への取組み
・老朽化施設の効果的な改修（又は撤去）
・事故防止のための適切な点検等の実施及び災害発生時の事業継続の検討
・下水道供用区域の拡大

経営改善を進めながら安全で快適な水環境を構築します。

・経費節減の取組みによる上下水道事業の経営安定化の推進

・社会情勢に対応した計画的な上下水道施設の更新と見直し

（２）

実現したい成果 水道施設の効率的な整備と運用

取組内容

・（仮称）雄物川浄水場基本計画策定及び水道事業の認可変更の準備
・有収率アップの取り組み
・大規模災害行動マニュアルの作成
・工事の早期発注

（３）

実現したい成果 持続可能な排水システムの構築

取組内容

・公共下水道事業中期計画の推進とストックマネジメント計画の取り組み
・農業集落排水施設統合の全体実施計画の策定
・都市下水路の詳細調査と浸水対策基本方針の作成
・浄化槽の普及促進と市設置型浄化槽の譲与に向けた取組み



６．方針に対する年度上期（4月～9月）の取組状況

７．年度下期（10月～3月）に向けた課題と取組方針【ギャップと対策】

８．総括（取組みの結果と成果、次年度に向けた課題【結果と成果】）

(1) 業務効率化による経営改善の推進
　・水道使用メーターの隔月検針の検討について
　　⇒12月議会で関係条例の改正を可決。R3年度の導入に目途がついた。
　・上下水道部料金業務委託の契約期間満了への準備
　　⇒R2年度当初予算に債務負担行為を計上し、同年度早々のプロポーザル選考の日程を調整した。
　・集落排水事業の適正な決算
　　⇒決算監査、決算認定及び消費税申告について完了した。
　・料金滞納整理の強化継続
　　⇒家裁処分前に強制執行案件を回収したほか、訪問活動により滞納金の回収/分納等につなげた。

(1) 業務効率化による経営改善の推進　⇒　計画通りに進捗している。
　・水道使用メーターの隔月検針の検討　→　12月定例会へ条例改正を上程予定
　・上下水道部料金業務委託の契約期間満了への準備　→　着手済
　・集落排水事業の適正な決算　→　決算監査、決算認定及び消費税申告について目標達成
　・料金滞納整理の強化継続　→　お客様センターと連携して対応中。強制執行案件については債権回収済

(2)水道施設の効率的な整備と運用　⇒　計画通りに進捗している。
　・（仮称）雄物川浄水場基本計画策定及び水道事業の認可変更の準備
　　→６月　基本設計業務委託契約締結、９月　浄水方式等の検討委員会設置及び第１回委員会開催。
　・有収率アップの取り組み
　　→本年度計画している老朽機器の更新は完了。配水管布設替工事は全て発注済（降雪前完成予定）。
        ８月　漏水調査開始（10月末　完成予定）
　・大規模災害行動マニュアルの作成
　　→８月の落雷による浄水施設の被災を受け、異常気象を加えたマニュアルとするよう検討中

(3)持続可能な排水システムの構築　⇒　概ね計画通りに進捗している。
　・公共下水道事業中期計画の推進とストックマネジメント計画の取り組み
　　→７月　相野々処理区公共下水道接続に係る実施計画策定業務委託契約締結
　　→ストマネ実施計画に、対象施設・実施時期・点検調査手法・概算事業費を謳う方針とした。
　　　 なお、リスク評価（状態監視）のため重要路線の管渠調査を１ｋｍ実施済み。
　・農業集落排水施設統合の全体実施計画の策定
　　→７月　大森地域３集排統合施設実施計画策定業務委託契約締結
  ・都市下水路の詳細調査と浸水対策基本方針の作成
　　→国道13号横断部等の雨水暗渠部調査を12月まで完了予定。十文字地域の基本計画を策定中で、改築修繕費を来年度
　　　 普通建設事業として要望。過年度の目視点検等による危険箇所の劣化度調査・改築設計費も同様に要望済み。
　・浄化槽の普及促進と市設置型浄化槽の譲与に向けた取組み
　　→市設置型浄化槽の譲与については、アンケート結果の評価やメリット・デメリットを分析中。

（４）その他
　・水道庁舎老朽化対策　→　部内ＰＴによる基本構想策定中
　・県主導による県南地域の汚泥統合処理の検討　→　市民福祉部所管施設に重きがあるため部間調整実施
　・災害発生時事業継続計画の検討　→　未着手

(1) 業務効率化による経営改善の推進
　・下期は来年度の料金業務委託業務の公募に向けた作業を進める。
　・公営企業会計の適正処理に向けた研修を充実し、また担当間のチェックを強化する。

(2)水道施設の効率的な整備と運用
　・雄物川浄水場の浄水方式等は慎重に検討し、関係者へ報告しながら確定させる。
　・漏水調査により故障が発見された箇所については、速やかに修理する。
　・大規模災害行動マニュアルの策定において、災害発生時の設備点検などに他部局の応援を含めた体制強化について
　　検討する。

(3)持続可能な排水システムの構築
　・大森地区集排統合施設については用地交渉を丁寧に進める。また、上溝川改修工事を実施している県等関係者との連携
　　を密にし、事業計画を進める。
　・故障の未然防止と事業費の平準化に向けてマンホールポンプの改築更新計画（９５箇所×2台）を立案する。
　・都市下水路の暗渠部の改築については、かなりの事業費を要するため、方向性や年次計画等について財政課等関係課との
　　協議を行う。
　・市設置型浄化槽の譲与については、譲与基数に応じた経営シミュレーションを行い要否を再考する。

（４）その他
　・将来の水道庁舎のあるべき姿について、部としての方向性を年度内にまとめる。
　・災害発生時事業継続計画は、具体的な内容について早急に検討を進める。
　



(2)水道施設の効率的な整備と運用
　・（仮称）雄物川浄水場基本計画策定及び水道事業の認可変更の準備
　　⇒有識者等による整備検討委員会を組織し、検討過程を議会に説明した。なお、新型コロナウィルスの影響により、３月開催予定であった第３回
委員会を延期したため、浄水方式の決定は次年度に持ち越した。
　・有収率アップの取り組み
　　⇒老朽機器更新及び配水管布設替工事は計画通り完了。横手地域の漏水調査により故障が発見された45箇所を修理したが、有収率はほぼ横
ばいの見込みとなった。
　・大規模災害行動マニュアルの作成
　　⇒水道事業経験者リストを作成し、広範に発生した災害への迅速な応援要請につなげ被害抑制を図る。

(3)持続可能な排水システムの構築
　・公共下水道事業中期計画の推進とストックマネジメント計画の取り組み
　　⇒相野々処理区公共下水道接続に係る実施計画が完了し、ストマネ実施計画に、対象施設・実施時期・点検調査手法・概算事業費を謳う方針
とした。
　・農業集落排水施設統合の全体実施計画の策定
　　⇒実施計画の策定と建築用地の買収を完了した。
  ・都市下水路の詳細調査と浸水対策基本方針の作成
　　⇒国道13号横断部等の雨水暗渠部調査を完了。R2当初予算に駅前地区暗渠部と東北電力周辺雨水排水の調査費、十文字地域の雨水排水
路整備費を計上した。
　・浄化槽の普及促進と市設置型浄化槽の譲与に向けた取組み
　　⇒アンケート結果の評価やメリット・デメリットを分析し、３パターン（全部譲渡、希望者のみ譲渡、現状通り）の経営シミュレーションを打ち出した。

（４）その他
　・水道庁舎老朽化対策
　　⇒部内プロジェクトチームにより、部としての庁舎の整備方針を策定した。次年度以降、庁内調整を進める。
　・県主導による県南地域の汚泥統合処理の検討
　　⇒県において検討中であり、R2年度は実施設計を予定しているとのこと。
　・災害発生時事業継続計画の検討
　　⇒大雄庁舎での執務を前提として、大雄地域課及び情報政策課と協議を進めた。次年度も協議を継続する。
　・電力契約の見直し
　　⇒R2年度の支出抑制に向けて、高圧電力の契約を見直した。

【課題】
・大型事業並びに各種構想における地域の理解、安全性と経済性の調整、及び計画的な推進
・経営状況の分析と収支改善の取組み/料金改定時期の見極め


